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全
国
で
病
院
産
婦
人
科
の
閉
鎖
が
報

じ
ら
れ
、
高
い
訴
訟
率
、
昼
夜
な
い
勤

務
な
ど
が
背
景
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
高
リ
ス
ク
妊
娠
に
お
い

て
は
、
分
娩
を
取
り
扱
う
病
院
の
存
在

は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
分
娩
を

取
り
扱
う
病
院
数
の
変
遷
と
産
婦
人

科
・
産
科
医
師
当
た
り
の
出
生
数
を
都

道
府
県
別
に
解
析
す
る
こ
と
に
し
た
。

1  

平
成
8
〜
17
年
に
分
娩
取
扱

い
病
院
は
23
％
減
少

平
成
8
年
か
ら
17
年
に
か
け
て
、
分

娩
を
取
り
扱
う
一
般
病
院
（
精
神
病
院

以
外
の
病
院
）
の
数
は
、
1
7
2
0
施

設
か
ら
1
3
2
1
施
設
へ
と
23
％
減
少

し
た
1）
。
こ
の
う
ち
、
産
婦
人
科
・
産

科
が
30
％
を
超
え
て
減
少
し
て
い
る
都

道
府
県
は
、
岩
手
、
宮
城
、
茨
城
、
群
馬
、

愛
知
、
岡
山
、
高
知
、
福
岡
、
大
分
の

で
あ
る
。

3  

高
知
、
岩
手
、
茨
城
の
3
県

で
は
30
％
を
超
え
る
病
院
が

分
娩
の
取
扱
い
を
や
め
て
い

る
が
、
病
院
の
産
婦
人
科
・

産
科
医
師
当
た
り
の
出
生
数

は
全
国
平
均
を
超
え
て
い
る

病
院
に
勤
務
す
る
産
婦
人
科
・
産
科

医
師
3）
（
主
た
る
診
療
科
が
産
婦
人
科

ま
た
は
産
科
で
あ
る
医
師
、
16
年
12
月

31
日
現
在
）1
人
当
た
り
の
出
生
数
を

表
2
に
示
す
。
全
国
平
均
は
医
師
1
人

9
県
で
あ
る
（
図
1
）。
な
お
、
分
娩
を

取
り
扱
う
診
療
所
も
8
年
の
2
2
7
1

施
設
か
ら
17
年
の
1
6
1
2
施
設
へ
と

約
30
％
減
少
し
て
い
る
1）
。

2  
分
娩
取
扱
い
病
院
が
30
％
以

上
減
少
し
た
県
で
も
、
病
院

当
た
り
出
生
数
が
全
国
平
均

を
下
回
る
と
は
い
え
な
い

上
記
9
県
に
お
け
る
病
院
1
施
設
当

た
り
の
出
生
数
1） 

2）
を
表
1
に
示
す

（
17
年
）。
全
国
平
均
は
1
施
設
当
た
り

4
1
3
人
で
あ
る
。

大
分
、
岡
山
、
高
知
、
福
岡
、
岩
手

の
5
県
で
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い

る
が
、
群
馬
、
宮
城
、
愛
知
、
茨
城
の

4
県
で
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

な
お
、
病
院
当
た
り
の
出
生
数
が
茨
城

県
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、千
葉
、東
京
、

大
阪
、
神
奈
川
、
埼
玉
の
5
都
県
だ
け

江え

原は
ら　

朗
あ
き
ら

分
娩
を
取
り
扱
う
病
院
の
減
少

│
都
道
府
県
ご
と
の
解
析

図 1 　平成 8～ 17年に分娩を行う病院の減少が 30%を超える県
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当
た
り
90
人
で
あ
る
。

高
知
、
岩
手
、
茨
城
の
3
県
で
は
、

全
国
平
均
を
上
回
る
値
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
全
国
で
茨
城
県
の
値
を
上
回
っ

て
い
る
の
は
、
神
奈
川
（
医
師
1
人
当

た
り
1
2
2
人
）、埼
玉（
同
1
3
4
人
）

の
2
県
に
過
ぎ
な
い
。

4  

地
方
の
医
療
崩
壊
だ
け
で
は

な
い
、
都
市
周
辺
の
産
科
医

療
も
危
険
で
あ
る

岩
手
、
岡
山
、
高
知
、
福
岡
、
大
分

と
い
っ
た
地
方
で
は
、
多
く
の
病
院
が

分
娩
の
取
扱
い
を
中
止
し
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
茨
城
、
愛
知

と
い
っ
た
大
都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
部

に
お
け
る
産
科
医
療
の
縮
小
も
同
様
に

深
刻
で
あ
る
。

関
東
地
方
に
お
け
る
病
院
出
生
数
は

全
国
の
35
・
0
％
を
占
め
て
い
る
が
、

産
婦
人
科
・
産
科
医
師
数
も
全
国
の

32
・
4
％
を
占
め
る
。
同
様
に
、
東
海

地
方
で
は
全
国
の
10
・
3
％
の
出
生
に

対
し
て
10
・
4
％
、
近
畿
地
方
で
は
全

国
の
17
・
6
％
の
出
生
に
対
し
て
16
・

5
％
の
産
婦
人
科
・
産
科
医
師
が
い
る
。

両
者
の
比
率
は
ほ
ぼ
等
し
い
。
一
方
、

県
別
に
見
る
と
、
愛
知
県
で
は
出
生
数

と
産
婦
人
科
・
産
科
医
師
数
の
比
率
が

全
国
の
5
・
6
％
対
5
・
6
％
と
等
し

い
が
、
茨
城
県
で
は
全
国
の
2
・
6
％

対
2
・
0
％
と
、
出
生
数
に
対
し
て
産

婦
人
科
・
産
科
医
師
数
が
2
割
以
上
足

り
な
い
。

出
生
数
に
対
し
て
分
娩
を
取
り
扱
う

病
院
や
医
師
が
足
り
な
い
こ
と
は
、
母

体
と
児
の
健
康
上
問
題
で
あ
る
。
17
年

の
周
産
期
死
亡
率
は
、
低
い
ほ
う
か
ら

数
え
て
茨
城
県
は
17
位
、
妊
産
婦
死
亡

率
は
34
位
で
あ
る
2）
。
現
時
点
で
は
、

こ
れ
ら
の
健
康
指
標
は
全
国
の
中
程
で

は
あ
る
が
、
今
後
こ
れ
ら
の
指
標
が
悪

化
す
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

も
し
勤
務
医
の
勤
務
が
過
重
で
あ
る

な
ら
、
医
師
数
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
。

ハ
イ
リ
ス
ク
の
出
産
で
は
、
産
婦
人

科
・
産
科
だ
け
で
は
な
く
、
小
児
科
、

麻
酔
科
と
い
っ
た
他
科
の
医
師
が
い
る

病
院
で
な
け
れ
ば
対
処
が
難
し
い
。
し

た
が
っ
て
、
分
娩
を
取
り
扱
う
病
院
を

確
保
す
る
こ
と
は
、
母
体
お
よ
び
胎
児

の
健
康
を
守
る
た
め
に
不
可
欠
な
こ
と

で
あ
る
。

出
生
数
が
少
な
い
地
方
に
お
い
て
は
、

産
婦
人
科
・
産
科
医
師
不
足
の
問
題
は

集
約
化
に
よ
り
解
決
で
き
る
。
出
産
時

表 1 　平成 8～ 17年に分娩を取り扱う病
院の減少が 30%を超える県における
病院 1施設当たりの出生数

（17年）

都道府県 病院の減少率 病院当たり 
出生数

大 分 33% 248

岡 山 32% 350

高 知 40% 364

福 岡 35% 373

岩 手 46% 387

全 国 23% 413

群 馬 33% 433

宮 城 39% 439

愛 知 33% 449

茨 城 33% 521

（千 葉） 25% 552

（東 京） 15% 556

（大 阪） 27% 581

（神奈川） 13% 628
（埼 玉） 22% 717

表 2 　平成 8～ 17年に分娩を取り扱う病院の減
少が30%を超える県における病院産婦人科・
産科医師 1人当たりの出生数

（医師数は16年、出生数は17年）

都道府県 病院の減少率 病院産婦人科・産科
医師当たり出生数

大 分 33%  52

福 岡 35%  60

宮 城 39%  86

岡 山 32%  87

群 馬 33%  90

全 国 23%  90

愛 知 33%  90

高 知 40% 102

岩 手 46% 115

茨 城 33% 115

（神奈川） 13% 122

（埼 玉） 22% 134
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に
拠
点
都
市
に
宿
泊
す
れ
ば
、
利
便
性

は
落
ち
る
も
の
の
、
施
設
で
の
出
産
は

可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
近
郊
で

の
産
婦
人
科
・
産
科
医
師
の
不
足
問
題

は
絶
対
数
の
不
足
で
あ
り
、
医
師
数
を

増
や
さ
な
い
限
り
、
解
決
は
し
な
い
。

地
方
に
医
師
を
派
遣
す
る
こ
と
が
議

論
さ
れ
て
い
る
が
、
逆
に
都
市
近
郊
に

医
師
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。
地
方
で
の
医
師
不
足
の
問
題
の
解

決
だ
け
で
は
な
く
、
大
都
市
近
郊
の
多

く
の
お
産
難
民
を
救
う
手
立
て
が
求
め

ら
れ
る
。

（
北 
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道
大
学
大
学
院
医
学
研
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科

予
防
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学
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員
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員
）
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